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熱
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菌
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熱
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す

る
研

究

は
其

の
病
原

體

の
追
究

と
共

に
内

外

に
甚

だ
多

く
、

殊

に
其

の
血
液

像

に
關
す

る
報
告

は
外
國

に
於

て
は

M
o
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r
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1
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P
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d
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i
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i
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h
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h
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k
e
(
1
3
)

,
P
a
p
pen
h
e
im
(
1
4
)

,
R
o
l
l
y
(
1
5
)

等

、

本
邦

に
於

て
は
小
宮
(
1
6
)

、
華

岡
(
1
7
)

、
横
森
(
1
8
)

、
小

島
(
1
9
)

、
佐

々
木
(
2
0
)

、
須

磨
(
2
1
)

、

佐
藤

・福

士
(
2
2
)

、

三
上
(
2
3
)

、

吉

田
(
2
4
)

、
岩

波
(
2
5
)

、
北
島
(
2
6
)

、
木

村
(
2
7
)

等

の
發
表

が

あ

る
。

上
記

の
文

献

に
徴
す

る
に

、
白
血

球

の
消
長

就
中
自

血

球
数
、

中
性
嗜

好
細

胞

の
初
期

増
加

、

淋

巴
球

の
急
激

な
初

期

減
少

、

エ
オ
ジ

ン
嗜

好
細
胞

の
増
加

及
び

デ

ー

レ
氏

封

入
小
體

の
出
現

と
發
疹

拉

に
落
屑

と
の
關
係
等

は

本
疾

患

と
諸

疾
患

と
の
鑑

別

診
断

上

拉

に
豫
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後

判

定

上
、
重

要
な
意

義

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

余

は
昭
和

十

一
年

七
月

以
降

同

十
三
年

四
月
迄

、
東

京
市

立
豊
島

病

院
に
入

院
し

た
狸
紅

熱
患

者
中
、

腎
炎

、
中

耳
炎

、
關
節

炎
、

化

膿
性

淋

巴
腺
炎

等

の
合

併

症
を
認

め
ぬ
比
較

的
輕
症

な

一
九

例
を
選

び
、
本

症

の
経

過

と
共

に
各

例
恢
復
期

迄

に
数
同

宛
耳

朶

よ
り
探

血
し

、
赤

血
球

及
び
自

血

球

の
消
長

を

検
査
し

、
是

を
先

人

の
成
績

と
比
較
す

る
と
同
時

に
溶

連

菌
性

ア

ン
ギ

ナ
及

び
溶
連

菌
毒
素

接

種
例

と
の
比
較

を
試

み

た

の
で
そ

の
結

果
を
鼓

に
報
告

し

よ
う

と
思

ふ
。

第

二
章

實
験

材
料

及
び

方
法

材
料
は
昭
和
十

一
年
七
月
よ
り
同
十
三
年
四
月
迄
東
京
市
立
豊
島
病
院
に
入
院
し
れ
定
型
的
狸
紅
熱
患
者
の
中
、
比
較
的
輕
症
で
腎
炎
、
中
耳
炎
、
關
節
炎
、
化
膿
性
淋
巴
腺
炎

等
の
合
併
症
た
認
め
ぬ
一
九
例
(男
九
例
、
女
一
〇
例
)
々
選
ん
だ
。
患
者
の
年
齢
は
三
歳
の
三
例
た
除
き
、
他
は
五
歳
乃
至
十
三
歳
の
狸
紅
熱
年
齢
に
屡
す
る
。

探
血
は
早
朝
空
腹
時
耳
朶
よ
り
法
の
如
く
探
血
し
、
N
e
i
s
s
製
ビ
ュ
ル
ケ
ル
、
チ
ュ
ル
ク
氏
血
球
算
定
器
た
使
用
し
、
赤
血
球
及
び
白
血
球
数
た
数
同
算
定
し
て
其
の
平
均
値
た

と
り
、
血
色
素
量
は
ザ
ー
り
ー
氏
血
色
素
計
た
用
び
て
測
定
し
れ
。
血
液
塗
抹
標
本
は
載
物
硝
子
塗
抹
標
本
た
作
つ
て
乾
燥
固
定
し
、

マ
イ
・
グ
リ
ュ
ン
ワ
ル
ド
及
び

ギ
ム
ザ
染

色
液
た
用
び
て
マ
イ
・ギ
ム
ザ
二
重
染
色
法
々
行
び
、
標
本
中
の
白
血
球
五
○
○
た
算
し
て
血
液
各
細
胞
の
百
分
率
た
定
め
、
各
細
胞
の
絶
封
値
た
計
算
し
れ
。

デ
ー
レ
氏
封
入
小
禮
の
染
色
は
血
液
載
物
硝
子
塗
抹
標
本
た
メ
チ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル

に
固
定
し
六
後

マ
ン
ソ
ン
茂
ボ
ー
ラ
ッ
ク
メ
、
メ
チ
レ
ン
ブ
ラ
ゥ
染
色
液
た
用
ひ
て
染
色

し
、
中
性
嗜
好
細
胞
二
○
○
個
中
に
認
め
ら
れ
る
本
小
膣
含
有
中
性
嗜
好
細
胞
数
々
算
定
し
、
其
の
百
分
率
な
算
出
し
れ
、

猶
本
實
験
に
選
ん
だ
一患
者
糞
便
中
の
寄
生
轟
卵
は
槍
査
の
結
果
何
れ
も
陰
性
で
あ
る
。

第

三
章

實

験
成

績

第

一
項

白
血
球
総
数

狸
紅
熱
罹
患
に
際
し
て
は
造
血
器
鼓
に
血
液
像
に
攣
化
な
來
れ
し
殊
に
白
血
球
増
多
症
々
來
表
す
こ
と
は
從
來

一
般
に
認
め
ら
れ
れ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｏ
.
N
a
egeli,
K
ots
c
h
e-

tko
f
f
,
R
oth,
G
r
a
wit
z等
は
本
症
の
第
一
病
日
よ
り
白
血
球
増
多
症
々
見
る
と
云
つ
て
居
る
。
S
c
hirlit
zは
成
人
ご
六
人
の
患
者
中
三
分
の
二
に
一
萬
以
下
の
白
血
球
増
多
症

た
認
め
、
O
sler
は
三
五
例
の
狸
紅
熱
患
者
に
於
て

一
萬
入
千
乃
至
四
萬
の
白
血
球
増
多
症
た
認
め
れ
。
F
riedem
a
nn
 
u.
 El
kele
s
は
重
症
の
場
合
白
血
球
は
三
乃
至
四
萬
に

達
す
る
事
た
記
載
し
て
る
。

又
K
ots
c
het
o
f
f

は
第
ご
乃
至
第
三
病
日
即
ち
發
疹
の
初
期
に
中
等
度
の
白
血
球
壇
多
症
々
見
、
R
e
c
k
z
eh
(
2
8
)

は
發
疹
消
樋
の
初
期
最
も
壇
加
し
、
落
屑
の
末
期
に
至
つ
て
正
常

に
復
す
と
云
つ
て
居
る
。
本
邦
に
於
て
も
小
宮
、
華
岡
、
横
森
、
小
島
、
佐
々
木
、
須
磨
、
佐
藤
及
福
士
、
三
上
等
は
其
の
経
過
中
初
期
よ
り
増
加
し
て
最
高
に
遠
し
、
落
屑
と

高
橋
=
狸
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

三
九
三
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高
橋
=
狸
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

三
九
四

共
に
正
常
に
復
す
と
云
び
、
吉
田
、
岩
波
、
寺
門
、
木
村
等
は
發
病
第

一
日
よ
り
中
等
度
以
上
の
白
血
球
増
多
症
た
認
め
、
第
三
乃
至
第
五
病
日
最
高
に
達
し
、
第

一
病
週
の
終

似
に
正
常
に
か
へ
る
と
。

余
の
實
験
に
於
て
も
、白
血
球
数
二
萬
以
上
の
も
の
八
例
、
一
乃
至
二
萬
の
も
の

二

例
で
第
二
病
日
よ
り
著
明
に
増
加
し
、
高
熱
、
發
疹
高
潮
の
第
三
-
第
五
病

日
最
多
数
に
達
す
る
者
が
多

い
。
最
も
著
明
な

一
例
は
第
四
病
日
二
三
・六
〇
〇
に
達
し
た
。
之
等
の
中

一
二
例
(六
三
・二
%
)
は
發
疹
消
龍
し
乖
第

一
病
週

の

第1表 狸紅熱 患者19例 の病 日と白血球数増減 との關係

但 し数字は例数々示 す

終
り
に
、
殊
に
そ
の
申
の
九
例

(四
七
・
四
%
)
は
第
五
病
日
以
内
に
正
常
に
復
し
た
。
又
白
血
球
増
多
症

が
第
二
病
週
の
初
期
に
亘
つ
牝
も
の
七
例
を
数

へ
乖
。

以
上

一
九
例
を
病
日
別
に
見
る
ミ
第
二
病
日
平
均

一
四
・五
〇
〇
に
増
加
し
、
第
三
病
日
は

一
六
・
四
〇
〇

に
達
し
て
最
高
値
を
示
し
、
第
四
病
日
は

一
四
・六
〇
〇
、
第
五
病
日
以
後
は
殆
ミ

一
萬
前
後
に
止
つ
て

余
り
動
揺
を
見
な
い
(第
六
表
第

一
圖
)
。
更
に
病
日
別
に
白
血
球
数
檜
加
の
分
布
を
観
察
す
る
に
、
第

一

表
に
示
す
如
く
第
二
病
日
よ
り
第
五
病
日
に
亘
つ
て
何
れ
も
増
加
し
、
特
に
第
三
乃
至
第
四
病
日
は
白
血

球
数

の
著
明
の
増
加
を
認
む
る
も

の
が
多
い
。
第
六
病
日
以
後
第
八
病
日
迄
は
本
細
胞

の
輕
度
の
増
加
を

呈
す
る
も
の
を
見
ろ
も
、
第
九
病
日
以
後
は
正
常
値

の
範
園
に
止
る
も

の
が
多
い
。

第
二
項

申
性
嗜
好
細
胞

中
性
嗜
好
細
胞
は
狸
紅
熱
初
期
白
血
球
数
の
増
加
に
件
つ
て
絶
封
的
に
も
相
封
的
に
も
著
明
に
増
加
し
、
核
の
左
方
移

動
た
示
す
。
N
a
e
g
e
l
i
,

O
s
l
e
r
,
 

三
好
(
2
9
)

、
須
磨
、
吉
田
、
木
村
等
の
報
告
も
初
期
よ
り
本
細
胞
の
増
加
た
來
れ
し
、
高

熱
發
疹
期
の
極
期
に
最
も
著
明
に
増
加
し
、
以
後
落
屑
に
至
る
迄
次
第
に
減
少
し
て
第
二
乃
至
第
三
病
週
の
終
り
に
正

常
に
復
す
と
云
ふ
。

尚
小
島
に
よ
れ
ば
本
細
胞
は
年
少
者
よ
り
も
年
長
者
に
高
卒
に
出
現
し
、
第
三
病
日
に
最
高
と
な
り
、
第
七
病
日
以
後

漸
次
恢
復
す
る
と
。
小
宮
、
佐
藤
、
横
森
等
の
報
告
も
以
上
と
殆
ミ
大
同
小
異
で
あ
る
。

余

の
實
験
に
於
て
も
九
〇
%
以
上
の
者
二
例
、
八
〇
-
八
九
%
の
者
八
例
、
七
〇
-
七
九
%
の
者
五
例
、

六
〇
ー
六
九
%
の
者
四
例
で
六
〇
%
以
下
の
者
は

一
例
も
見
す
。

本
細
胞
は
第
二
病
日
よ
り
増
加
し
、
第
二
乃
至
第
五
病
日
の
高
熱
發
疹
期
に
最
高
値
に
達
し
た
者

一
七
例

(八
九
・四
%
)
を
占
め
た
が
、
就
申
四
例
は
第
三
病
日
に
、
七
例
は
第
四
病
日
に
最
高
牽
を
示
し
て
る
。
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又
第

一
病
週

の
終
り
.
即
ち
落
屑
初
期
に
正
常
に
復
し
た
者
最
も
多
く

一
五
例

(七
八
・九
%
)
で
、
他
は
第
二
病
週
に
亘
つ
た
。
百
分
率
平
均
値
は

S
oh
illin
g

の
平
均
六
七
%
、
北
島

の
五

三
・九
%

の
成
績
に
次
い
で
岩
波
等
は
第
三
病
日
七
四
%
を
算
し
、
第
五
病
日
に
は
五
三
%
に
減
少
し
て
爾
後
大
な
る
動
揺
を
示

さ
ぬ
ミ
云
ふ
。

余

の
成
績
に
於
て
平
均
値
は
第
三
病
日
八
五
・
一
%
に
達
し
て
最
も
増
加
を
示
し
、
以
後
次
第
に
減
少
し
て
第
六
病
日
に
は
五
六
・九
%
ミ
な
わ
、其
の
後
は
大

第2表 猩紅熱患者19例 の病 日と中性嗜好細胞 の増減 との關係

但 し数字は例数

第3表19例 のDohle氏 封入 小體 出現率

(中性嗜好細 胞に對す る%)

 

高
橋
=
猩
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
遠
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

三
九
五
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高
橋
=
狸
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、

及
び
溶
連
菌
精
製
毒
潔

接
種
例
に
於
け

る
血
液
像

の
關

係
に
就
て

三
九
六

な

る
攣

化

を

見
す

(第

六

表
第

一
圖

)
。
又

病

日
別

に
中

性

嗜

好

細
胞

の
増

減

を
見

る

に
、

第

二
病

日
よ

り
第

五

病

日

に
亘

り
、
本

細

胞

の
増

加

を
示

せ

る

例
多

く
、

第

六

病

日
以

後

は
正

常

値

の
範

園

に

止

る
例

が

多

い
。

(第

二
表

)

核

形

推

移
。

中

性

嗜

好

細

胞

の
核

形

推

移

に
關

し

て

K
o
t
s
c
h
e
t
ko
f
f
,R
o
t
h
,S
a
h
l
i等

の
文

数

に
徴

す

る

に
、

本

細
胞

の
増

多

症

ミ
拉

行

し

て
桿

状

核

細

胞

の
増

加

、

メ

タ

、て
エ

ロ
チ
ー

テ

ン
、

ミ

エ

ロ
チ

ー

テ

ン
の
出

現

を

見

る
こ

ミ
が
多

い

ミ
)
云

ふ
。

余

の
成

績

に
於

て

も
初

期

桿

状

核

細

胞

増

加

し
、
同

時

に

幼

若

型

出

現

し

た
。

殊

に

メ
タ

ミ

エ

ロ
チ

ー

テ

ン
の
出

現

し

た

も

の

一
三

例

に
達

し
、

之

等

の
中

第

二
乃

至
第

六
病

日

に
讃

明

し
た

も

の
多

く
、

更

に

二
例

に

ミ

エ

ロ
チ

ー

テ

ン
を

認

め

た

。

第

三
項

デ

ー

レ
氏

封

入

小

罷

本
小

髄
は

一
九

一
一
年
D
o
h
l
eの
登
見
に
因
る
小
艦
で
、

狸
紅
熱
患

者
血
液
の
中
性
嗜
好
細
胞
原
形
質
中

ギ

ム
ザ
液
、

レ
フ

レ
ル
氏

メ
チ

レ
ン
ブ
ラ
ゥ
或
は

マ
ン
ソ

ン
氏

ボ
ー

ラ
ッ
ク

ス
。
メ
チ
レ
ン
ブ

ラ
ゥ
に
好
く
染
色
し
「
コ
ン
マ
」
状
、
桿
状
、

球
状
、

螺
旋
状
等
た
呈
し
て

一
個
の
中

性
嗜
好
細
胞
原
形
質
中

に

一
乃
至
数
個
た
見

る
と
。
登
見
當
初
は
狸

紅
熱
病
原
膿

と
云
は

れ
れ
が
、
共

の
後
K

re
t
s
ch
m
e
r
,S
ch
we
n
k
e
,P
a
p
pen
h
e
im
.
其

の
他

の
學

者
に
よ
つ
て
本
小
龍
は
必
す
し
も
狸
紅
熱
特
有

の
も

の
で
な
く
其

の
他

の
疾
患

に
來
る
事
も
謹
明
せ
ら
れ
る
に
至

つ
れ
。
殊

に
岡
島

岡
は
膿
胸
、
ワ
イ

ル
茂
病

パ
ラ
チ
フ
ス
、
ア
ン
ギ
ナ
、
単
純
性
紫

斑
病
、

天
庖
瘡

、
悪

性
腫
瘍
、

肺
壌
疽
、
悲
贔
病
、
先
天
性

徽
毒
、
登
作
性
血
色
素

尿
、

小
舞

踏
病
、
慢

性
腎
炎
、
特

登
性
膀
胱

出
血
、
癩
滴
、

バ

ン
チ
氏
病
、
日
本
住
血
吸
轟
症
、
ホ
ド

キ
ン
氏
病

、

バ
ル
ロ
ウ
氏
病

、
滲
出
性
素
因
、
氣
管

枝
炎
、
ヂ

フ
テ
リ
ー
後
麻
癖
、
黄
疸
、

鼠
咬
症
等
に
本

小
膿
の
出
現

々
認
め
れ
。
狸
紅
熱

に
於
て
は
佐

々
木
、
須
磨
、
吉
田
、
本
間
(
3
2
)

、
岩

波
、
S
c
hi
r
l
it
z
,R
ol
l
y
,
F
r
i

e
d
e
m
a
nn

等

の
報
止
口が

あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
本
小
艦
は
狸
紅
熱
特
有

の
も

の
で
は
な

い
が
入
〇

%
以
上

に
出
現

し
、
而
も
初
期
、
登
疹
著
明

の
極
期

に
増
加

し
、
且
中
性
嗜
好
細
胞

の
増

減

と

一
定

の
關
係
が

あ
る
。

余

の
例

に

於

て

も
第

二
病

日

よ
り

第

四

病

日
迄

の
高

熱

發

疹

期

に
相

當

し
て

實

験

例

の

一
〇

〇

%

に
謹

明

し
、
第

五

病

日

以
後

次

第

に
減

少

し

て
第

一
病

週

の

終

り

よ

り

は

極
め

て
稀

に
出

現

す

る
程

度

ミ
な

る
。
然

し
第

一
四

病

日

に
於

て

も

之

を

認

め

た

一
例
が

あ

る
。
本

小
禮

は
第

二

病

日
中

性
嗜

好

細

胞

の

一
〇

%
、

第

三

病

日

一
三

.
五

%

に
達

せ

る
を

見
、

其

の
平
均

値

に
於

て
も

第

二
、
第

三

病

日
は

七

・
一
-

七

・
三

%
を

示

し

て
、

最

も

著

明

に
出

現

し
、
第

六

病

日
以

後

は

一
%

以

下

に
減

少

し

た
。

(第

三

表

)

第

四
項

エ
オ

ジ

ン
嗜

好

細

胞

本

細

胞

の
増

減

を
認

め

る
疾

患

は
甚

だ

多

い
。

殊

に

狸

紅

熱

の
際
初

期

エ
オ
ジ

ノ

フ

ィ

リ
ー

を

見

る

こ

ミ
及

び
重

篤

例

で
は

本

細

胞

の
訣

如

す

る
こ

ミ
が

本

症

鑑

別

診
断

上
、

又
豫

後

判

定

上

重
要

親

せ
ら

れ

て

居

る
。

從

つ
て
從

來

狸

紅
熱

に
關

す

る
多

く

の
報

告

を

見

る

に
常

に
本

細

胞

を

中

心

ミ
し

て

る

る
。

本

細

胞

は

猫

老

幼

男
女

重
輕

症

の
別

に
依

つ
て

多
少

の
相

違

を
見

る

ミ
云

ふ
。
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S
ch
i
l
l

in
g
,
R
.
H
ilg
e
r
m
an
n
,及
び
T
.
L
o
s
se
n
(
3
3
)
,

横
森
、
佐
藤
(
清
)
圏
等
は
登

病
第

一
日
よ
り
相
封
的

に
も
絶
封
的
に
も
本
細
胞

の
増
加
た
見
、
登
疹
高
潮
時
最
山口同
率

に
遠

し

解
熱
と
共
に
正
常

に
復
す

る
が
恢

復
期
再
び
後

期

ヱ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ー
為
來
象
す

と
。

R
o
t
h
,G
r
a
w
i
t
z,
N
a
e
ge
l
i
,S
ah
l
i
,P
f
a
u
n
d
ler
&

S
h
l
o
s
s
m
a

n
n
,吉
田
等
は
有
熱
期

の
末
よ
り
恢
復
期

の
初
め
に
亘

つ
て
、

即
ち
疹
消
槌
し
落
屑

開
始
期

に
増

加
著

し

と
。

A
m
b
n
rs
(
3
5
)

に
ょ
れ
ば
本
細
胞
は
登
病
第

一
日
輕
度
の
減
少

た
來
し
、
其

の
後

一
縛

し
て

エ
オ
ヂ

ノ
フ
ィ
リ
ー
と
な
り
、
第

一
病
週
後
最
高
潮
に
遠
し
経
過

と
共
に
漸
減

し
て
第

一

入
病

日
以
後
再
び
増
加
た

來
す
も
前
期
に
比
し
て
低
度
で
あ

る
と
云
ふ
。
小
宮
は
初
期

に
は
本
細
胞

の
攣
牝
た
見

ぬ
か
、
或
は
少

し
く
減
少
す

る
も
登
疹

の
極
期
、
遅

く
も
第
ご

病
週

の
初

め
に
は

二
〇
%
以
上

の
増
架

示
す
者
々
見

る
と
。
須
磨

に
ょ
れ
ば
登
病
當
初
多
少

の
減
少
た
見

る
こ
と
は
小
宮

と
同
様
で
あ

る
が
笙

病
週

の
終
り
よ
り
第

二
病
週

の
初

め
に
亘

つ
て
即

ち
落
屑
初
期
に
最
も
増
加
し
、
時
に
は
落
屑
開
始
後

一
週

乃
至
二
週
間
は
増
加

す
る
者
た
認

め
、
第

三
病
週

以
後

正
常
値

に
近

づ
く
と
。
佐

々
木
、
岩
波
も

全
経
過
た
通

じ
て

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
々
見
る

と
云
ふ
。

以

上
為
綜
合
す

る
に
本
細
胞
は
、

(
イ
)
登
病
初
期

よ
り
増
加
す

る
。

(
ロ
)
登
病
初
期
は
攣
牝

せ
ぬ
か
或
は
多
少
減
少
す

る
、。

、

(
ハ
)
登
疹
高
潮
時

エ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
i
著
明

と
な
り
第

一
病

週
の
終
り

に
正
常
に
復
す

る
。

(
二
)
登
疹
消
槌

し
、
落
屑
初
期

に
著
明

の

エ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ー
た
見
る
。

(
ホ
)
登
疹
高
潮
時
或
は
落
屑
初
期

及
び
恢

復
期

に

エ
オ
ジ

ノ
フ

ィ
リ
ー
た
見
る
。
恢

復
期

に
於
け
る
も

の
は
初
期

エ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ま

り
低
度
で

あ
る
。

而
し
て
余

の
成
績
に
就
い
て
見
ろ
に
全
例
に

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
認
め
ろ
。
之
を
経
過
に
從
ひ
詳
述
す
れ
ば
第
二
病
日
は
多
く
は
正
常
値
に
あ
る
か
、多
少

の
減
少
を
見
、増
加
を
見
牝

の
は

一
例
に
過
ぎ
な
い
。
第
三
病
日
よ
り
増
加
を
見
、
登
疹
清
禮

の
始
ま
る
第
四
乃
至
第
六
病
日
最
高
率
を
示
す
も
の
最
も
多
く

一
九
例
中

一
二
例

(六
三
%
)
を
占
め
其
の
最
高
値
は
第
四
病
日
で

一
四
・
六
%
に
達
し
て
る
る
。
其
の
後
次
第

に
減
少
し
て
第

一
病
週
の
終
り
よ
り
第
二
病
週

の
初
め
に
亘
つ
て
正
常
に
復
す
る
者
を
多
く
見
る
が
、
四
例
は
第
二
病
週
中
尚

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
見
、
叉
二
例
は
第
二
病
週
に
入
つ
て
初
め
て

エ
オ
ジ
ノ

フ
ィ
リ
ー
を
認
め
乖
。
更
に
初
期

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
詮
明
し
且
第
二
病
週
以
後
の
恢
復
期
に
於
て
再
び
本
細
胞
の
増
加
し
喪
者
六
例
(三

一
・
六
%
)
を
見

た
(第
四
表
)
。
其
の
値
は
初
期

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
に
比
し
て
低
度
で
あ
る
。

募

率
平
均
は
第
三
病
日
五
・三
%
、
第
五
病
旦

ハ
三

髪

最
高
ミ
し
、
以
後
次
第
に
減
少
し
て
第
八
病
日
四
.八
%
を
算
し
翼

の
後
播

加
を
見
な
い
(第

六
表
・
第

一
圖
)
。

之
は
岩
波
等
の
百
分
率
平
均
第
三
病
日
五
・
五
%
、

第
五
病
日
八
・
三
%
、
第

一
〇
病
日
五
.
二
%
に
比
し
て
梢

ミ
低
率
で
正
常
に
復
す
る

の
も
梢

ミ
早
い
。

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

三
九
七
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高
橋

=
猩
紅

熱
、

ア

ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例

に
於

け
る
血
液
像

の
關
係

に
就
て

三
九
八

第4表 猩紅熱 患者19例 の病 日とエオ ジン嗜好細胞増減 との 關係

但 し数字 は例数

第5表 猩 紅熱患者19例 の病 日と淋 巴球 増減 ヒの關係

但 し数字 は例数

第

五

項

鑒

基

性

嗜

好

細
胞

猩
紅
熱
経
過
中

の
本

細
胞

の

消
長
に
關
し
て
は

A
m
b
-

u
r
s、
三
好
、

華
岡
、

小
島
、
佐

々
木
、
吉

田
、
岩
波
等

の
報
告

に
よ
れ
ば
、
高
熱
發
疹
期

に
著
明

に
減
少

叉
は

消
失

し
、
第

三
乃
至
第

四
病
週

に
至
つ
て
出
現
乃
至
塘

加
す

る
と
。
須
磨
は
第

三
病
週

の
終
り
よ
り
増
加
し
、

第
五
病
週
乃
至
第
六
病
週
に
亘

っ
て
漸

次
減
少

し
、

叉

早

い
場

合
は
第

二
病
週

の
終

り
よ
り
第

三
病
週

に
及

ん

で
増
加

し
第

四
病
週

よ
り
減
少

た
始

む
る
も

の
た

見
る

と
云
ふ
。

余

の
成

績

に
於

て

も
、
諸

家

の
成
績

ミ
等

し

く

發

病

第

二

乃

至
第

六

病

日
減

少

、
又

は

清

失

す

る
者

多

く
、

其

の
値

も

○

%

-

○

・
六

%

ミ
な

り

、

第

二

病

週

以
後

次

第

に
恢

復

す

る
。

百
分

傘

平

均

は

第

二
乃

至
第

四

病

日
○

・
一
%
、

第

五

病

日

○

・
二

%
、

第

七
病

日
○

・
五

%
、
第

二

四

病

日
○

・
六

%

を
示

し

(第

六
表

、

第

一
圖

)
岩

波

の
成
績

ミ
略

々

一
致

す

。

第

六

項

淋

巴
球

本

細
胞

の
消

長
に
關
し
て
華
岡
、
小
島
、
佐

々
木
、
須
磨
、
吉

田
、
岩
波
、
木
村
等

の
報
告
は
等

し
く
初
期

に
減
少
し
、
解
熱

と
共
に
増
加
し
て
傳
染
病

後
期
増
加

に
移
行
す

る

と
云
ふ
。
殊

に
華
岡
は
極
期

に
三
.
三
%
迄
、
佐

々
木
は
極
め
て
重
篤
な
場
合

一
・
○
%
以
下

に
減
少
す

る
た
見
、
且

二
・
○
%
乃
至
四
・
○
%
以

下
の
場
合

は
常

に
死

の
轄

蹄
た

と

る

と
云
ふ
。

叉
須
磨
は
本
病
發
病
後

二
四
乃
至
四
入
時
間

に
於
て
小
淋
巴
球

の
減
少
た
認
め
、
吉
田
は
高
熱
發
疹
期
に
相
對
的
に
も
絶

對
的
に
も
著
明
の
減
少
た
見
、
最
も
著
明
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な
一
例
は
第
五
病
日
二
・
○
%
に
減
少
し
、

一
〇
・○
%
以
下
の
者
が
全
例
の
四
〇
%
に
遠
し
表
が
第
七
、
第
入
病
日
即
ち
落
屑
初
期
よ
り
急
に
増
加
し
れ
と
報
告
し
て
居
る
。

余

の
實
験
に
於
て
は
本
細
胞

は
第
二
乃
至
第
五
病
日
師
ち
初
期
高
熱
發
疹
極
期
に
最
も
著
明
に
減
少
す
る
者
多
く

(第
五
表
)、
其
の
細
別
を
見
る
に
第
二
病
日

四
例
中
の
三
例
(七
五
%
)、
第
三
病
日
六
例
中
の
四
例

(六
六
・七
%
)
は
何
れ
も
第
二
病
日
及
び
第
三
病
日
に
最
低
値
を
示
し
、

一
〇
%
或
は
夫
れ
以
下
に
減

少
せ
る
も
の
六
例
(三

一
・六
%
)
を
数

へ
殊
に

一
例
は
第
三
病
日
及
び
第
四
病
日
三
・四
%
に
減
少
し
た
。
本
細
胞
は
第

一
病
週
の
終
り
部
ち
發
疹
清
禮
し
落
屑

開
始
期
に
は
壇
加
し
て
正
常

に
復
し
、
更

に
第
二
病
週
以
後
の
恢
復
期
に
壇
加
せ
る
も
の

一
五
例
(七
九
%
)
を
見
る
。

百
分
率
平
均
は
第
二
病
日
最
も
低
く

一
一
・
六
%
に
減
少
し
、

第
三
病
日
よ
り
次
第
に
恢
復
し
て
、

第
二
病
週
以
後
は
恢
復
期
増
加
を
認
む
(第
六
表
、
第

一

圖
)
。
岩
波
等

の
成
績
に
於
て
も
第
三
病
日

一
八
%
を
示
し
相
對
的
に
減
少
し
、第
五
病
日
に
は
三
六
・
三
%
、
第

一
七
病
日
三
三
・五
%
、
第
二
四
病
日
三
五
%

に
達
し
、
長
期
に
亘
つ
て
傳
染

病
後
期
増
加
状
態
を
績
け
て
居
る
。
而
し
て
本
細
胞
の
縄
對
値
は
百
分
率
ミ)共
に
初
期
減
少
を
見
る
が
、
其
の
減
少
の
程
度
は

百
分
率
の
動
揺
に
比
し
て
輕
度

に
し
て
、此

の
期
に
見
る
白
血
球
総
数

の
増
加
は
淋
巴
球
の
影
響
を
受
け
る
事
比
較
的
少
く
、
中
性
嗜
好
細
胞
の
増
減
に
よ
つ

て
支
配
せ
ら
れ
る
も
の
ミ
思
惟
す
。

第
七
項

大
単
核
細
胞
及
び
移
行
型

猩
紅
熱
の
全
経
過
た
通
じ
て
相
對
的
に
も
絶
對
的
に
も
本
細
胞
の
増
加
た
記
載
す
る
者
に
小
宮
、
横
森
、
須
磨
の
諸
民
が
あ
る
。
佐
藤
、
N
a
e
g
e
l
i
 

R
o
l
l
y
等
は
中
性
嗜
好
細
胞

の
増
減
に
比
例
す
る
と
云
び
、
吉
田
は
高
熱
發
疹
の
極
期
に
は
減
少
す
る
者
多
く
、
こ
の
期
に
於
て
正
常
及
び
正
常
以
下
の
値
た
示
す
も
の
は
全
例
の
九
九
・七
%
た
算
す
と
。

岩
波
は
病
日
後
期
に
梢
く
高
傘
な
示
す
が
本
細
胞
の
消
長
と
病
日
と
の
間
に
は
一
定
の
關
係
々
認
め
ぬ
と
。
R
oth
も
本
細
胞
の
壇
加
は
な
い
と
云
ふ
て
居
る
。

余
の
實
験
に
ょ
れ
ば
本
細
胞
は
初
期
稽

ミ
減
少
を
認
め
る
も
の
が
あ
る
が
九
四
・七
%
は
正
常
値
の
範
園
内
で
動
揺
し
、
正
常
値
を
越
え
る
者
極
め
て
少
く
、

初
期

一
例
、
恢
復
期
二
例
に
過
ぎ
す
。

第
八
項

プ
ラ
ス
マ
細
胞
及
び
チ

ュ
ル
ク
氏
刺
戟
型

猩
紅
熱
に
於
て
は
本
細
胞
が
比
較
的
多
く
出
現
す
る
と
云
ふ
報
告
が
多
い
。
須
磨
は
本
症
の
發
疹
高
潮
期
よ
り
落
屑
期
に
出
現
た
認
め
、
第

一
病
週
、
第
二
病
週
に
亘
つ
て
最
大

出
現
李
々
示
す
も
爾
後
漸
次
減
少
し
て
約
六
通
後
正
常
範
園
に
復
節
す
る
と
云
び
、
吉
田
は
第
七
病
日
に
準
均
四
%
た
算
↓
、
一
二
三
同
の
検
査
中

一
〇
九
同
之
な
認
め
れ
。
岩

波
等
も
本
症
初
期
に
比
較
的
高
卒
た
示
す
と
云
ふ
が
、
佐
々
木
は
本
症
と
本
細
胞
と
の
問
に
特
別
の
關
係
た
認
め
ぬ
と
云
ふ
。

余

の
成
績
に
就
て
見
る
に
、

本
細
胞
は
第
二
病
旦
既
に
輕
度
に
出
現
し
、
最
高
○
・
六
%
、
百
分
率
平
均
○
・三
%
に
過
ぎ
ぬ
が
、
第
三
病
日
よ
の
第
六
病
日
の

發
疹
高
潮
期
乃
至
落
屑
初
期

に
亘
つ
て
最
も
著
明
に
出
現
し
、最
高
二
・四
乃
至
四
・四
%
を
示
す
者
あ
り
、
百
分
率
平
均

一
・
○
-

一
・五
%
を
示
す
。
殊
に
第

高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
遠
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

三
九
九
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高
橋

=
狸
紅
熱
、

ア

ン
ギ
ナ
、

及
び
溶
遠
菌
精
製
毒
素
接
種
例

に
於
け

る
血
液
像

の
關
係
に
就
て

四
〇
〇

第6表 狸紅熱19例 白血球百分率平均表

第一圖 白血球 百分 率帯(19例 平均)

中性嗜好細
胞

淋巴球

エオジン嗜
好細胞

大単核細胞

睡基性嗜好
細 胞及 び
プラスマ細
胞

 

六
病
日
に
最
も
著
明
に
出
現
す
る
。
第
七
病
日
以
後
は
次
第
に
減
少
し
て

一
%
を
越

え
る
者
は

一
例
も
見
ぬ
が
、
第
三

一
病
日
に
於
て
尚
第
二
病
日
よ
り
高
傘
に
本
細
胞

の
出
現
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。

第
九
項

赤
血
球
及
び
血
色
素

S
c
h
i
f
f
(
3
6
)

は
狸
紅
熱

の
病
初
既

に
血
色
素
著

し
く
減
少
し
、
赤
血
球
は
多

く
正
常
値
な
示
す
が
急
性
期

の
終
り
に
至

れ
ば
減
少
た
認

む
と
。

N
ae
g
e
li、
T
i
les
t
on
及
び
L

o
c
ke
(
3
7
)

は

往

々
に
し
て
中
等
度

の
貧
血
々
見

る
と
い
ふ
。
吉

田
に
よ
れ
ば
赤

血
球
は
初
期
よ
り
解
熱
期
に
亘
り
輕
度

の
減
少
々
來
れ
す

と
云
ふ
。

血
色
素
量
に
就
い
て
は
鶴
見
、
杉

田
圏

に
よ
れ
ば
中
等
症
及
び
重
症
者
に
於

て
は
常

に
減
.少
す

と
。

三
上
は
第
四
乃
至
第
五
病

日
大
多
数

に
減
少
た
認

め
、
吉
田
は
赤

血
球
数

に
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準
ず
と

云
ふ
。

の
實
驗

に
於
て
は
初
期
赤
血
球
數

の
輕
度

の
減
少

を
來
れ
す
者
を
見

る
が

大
部
分

は
變
化
を

認

め
ぬ
。
而

し
て

血
色
素

量
は
赤
血
球
數

に
準

じ
、
血
色
素

係
數

は

ど
不

で

あ

る
。

第

四
章

總

括

白
血
球
數
は
第
二
病
日
よ
り
増
加
し
、
高
熱
發
疹
期
に
當
る
第
三
乃
至
第
五
病
日
最
も
著
明
に
増
加
し
て
第

一
病
週
の
終
り
に
は
正
常
數
に
復
す
る
も
の
が

多

い
。

一
部
は
第
二
病
週

の
初
期
正
常
に
復
す
る
。最
も
著
明
な
例
は
二
三
、
六
〇
〇
に
達
し
た
が
大
多
數
は
二
〇
,
○
○
○
乃
至

一
〇
、
○
○
○
の
間

に
止
る
。

中
性
嗜
好
細
胞
も
白
血
球

の
消
長
と
同
様
高
熱
發
疹
の
極
期
に
著
明
に
増
加
し
、
大
多
數
は
第

一
病
週
の
終
り
に
正
常
に
復
し
、
恢
復
す
う
に
從
つ
て
次
第
に

比
較
的
淋
巴
球
増
多
症
に
移

る
。
初
期
本
細
胞
の
高
度
の
増
加
に
際
し
て
は
輕
度
の
幼
若
型
の
出
現
を
見
る
。
デ
ー

レ
氏
封
入
小
體
は
初
期
よ
り
出
現
し
、
殊

に
第
三
乃
至
第
四
病
日
に
は
中
性
嗜
好
細
胞

の
増
加
に
比
例
し
て
最
も
著
明
に
出
現
す
る
が

第

一
病
週
の
終
り
に
は
頓
に
減
少
す
る
。

比
較
的
重
症
例
で
は

第
二
病
週
以
後
の
恢
復
期
に
も
之
を
認
め
る
。

「
エ
オ
ジ
ン
」嗜
好
細
胞
は
發
病
直
後
正
常
或
は
輕
度
の
減
少
を
示
し
、
大
多
數
は
第
三
病
日
乃
至
第
六
病
日
の
發
疹
極
期
よ
り
消
褪
期
に
亘
つ
て
著
明
の
増
加

を
見
、
落
屑
初
期
正
常
に
復
す
る
が
恢
復
期
再
び
本
細
胞
の
増

加
を
来
た
す
者
を
認
め
る
。
又
、
一
部
は
第
二
病
週
の
終
り
よ
の
第
二
病
週
嶺

の
恢
復
期

に
持
續
的
に
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
來
た
す
者
が
あ
る
。

鑒
基
性
嗜
好
細
胞
は
第
二
病

日
既
に
著
明
に
減
少
を
見
、
第

一
病
週
は
減
少
又
は
消
失
す
る
者
多
く
、
其

の
値
も
○
%
ー
○
・六
%
を
示
し
、
第
二
病
週
以
後

次
第
に
増
加

す
る
が

一
・四
%
以
上
の
増
加
を
來
た
す
者
を
見
す
。

淋
巴
球
は
第
二
病
日
よ
り
既

に
減
少
を
見
、多
く
は
第
二
乃
至
第
五
病
日
の
發
疹
極
期
に
減
少
す
る
。
第

一
病
週
の
終
り
に
は
正
常
に
復
し
、
爾
後
次
第
に
増

加
し
て
恢
復
期
比
較
的
淋
巴
球
過
多
症
を
認
め
る
。

大
單
核
細
胞
は
初
期
梢
〃
減
少
を
認
め
る
者
も
あ
る
が
大
多
數
は
正
常
の
範
園
内
に
止
る
。

プ
ラ
ス
マ
細
胞
は
初
期
よ
り
出
現
し
、

第
三
乃
至
第
六
病
日
に
亘
つ
て
稽

く
著
明
に
出
現
し
、

第
二
病
週
以
後
は
次
第
に
減
少
し
て

一
%
以
下
に
止
る
。
赤

血
球
數
は
初
期
輕
度
の
減
少
を
來
た
す
者
を
見
る
が
大
部
分
は
變
化
を
見
な
い
。
血
色
素
量
は
赤
血
球
數
に
準
じ
、
血
色
素
係
數
は
殆
ど
不
變
で
あ
る
。

第

五
章

結

論

高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て
 

四
〇
一
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高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て
 

四
○
二

(
一
)
白
血
球
數
、
中
性
嗜
好

細
胞
は
發
病
宜
後
よ
り
増
加
し
て
發
熱
發
疹

の
極
期
其

の
増
加
最
も
著
明
と
な
り
、
第

一
病
週
の
終
り
に
は
正
常
に
復
す
。

(二
)
デ
ー

レ
氏
封
入
小
體
は
發
熱
發
疹

の
極
期
、
中
性
嗜
好
細
胞
の
増
加
と
共
に
著
明
に
出
現
し
、
第

一
病
週
の
終

り
に
は
頓
に
減
少
す
る
。
重
症
例
に
於
て

は
本
小
體
の
出
現
著
明
、
且
長
期
に
亘
る
。

(三
)
エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞
は
發
病
宜
後
輕
度
の
減
少
を
示
し
、
發
疹
消
腿
期
著
明
の
増
加
を
見
る
。
更
に
本
症
恢
復
期
二
次
的
増
加
を
見
る
も
、第

一
次
増
加

に
比
較

し
て
輕
度
で
あ
る
。

(四
)
鑒
基
性
嗜
好
細
胞
は
發

病
直
後
よ
り
第

一
病
週

の
間
、
減
少
又
は
潰
失
し
、
第
二
病
週
正
常
に
復
す
。

(五
)
淋
巴
球
は
第
二
及
び
第

三
病
日
最
も
著
明
に
減
少
し
、
以
後
次
第
に
恢
復
し
て
第
二
病
週
よ
り
恢
復
期
増
加
を
示
す
。

(六
)大
單
核
細
胞
及
び
移
行
型
は

一
般
に
正
常

の
範
園
に
止
る
。

(七
)
プ
ラ
ス
マ
細
胞
及
び
チ

ュ
ル
ク
氏
刺
戟
型
は
初
期
よ
り
僅
に
出
現
し
、
殊
に
第
三
病
日
よ
り
第
六
病
日
に
亘
り
稍
〃
著
明
に
出
現
す
。

(八
)赤
血
球
數
及
び
血
色
素

量
は
初
期
僅
に
減
少
す
る
場
合
あ
る
も
、

一
般
に
は
壇
減
を
見
す
。

以
上
を
要
す
る
に
余

の
實
驗

し
た
定
型
的
猩
紅
熱
血
液
像
と
諸
家
報
告
の
成
績
と

は
其
の
變
化
の
程
度
に
多
少
差
異
を
認
む
る
も
、其

の
變
化
様
式
は
全
く

一

致
す
る
。
就
中
デ
ー

レ
氏
封

入
小
體
は
本
症
に
特
有
の
も
の
に
非
ざ
る
も
、其
の
著
明
な
出
現
は
診
斷
上
の

一
助
と
な
る
の
み
な
ら
す
、
又

エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細

胞
の
著
明
な
増
加
及
び
其

の
變
化
は
本
症
に
特
有

の
も
の
と
し
て
他
疾
患
と

の
鑑
別
診
斷
上
意
義
あ
る
も
の
と
思
考
す
。
(第

一
編
終
り
)

第
7
表

猩
紅
熱
1
9
例血
液
像
の
經
過
的
變
化
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高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
〇
三



44

高
橋
=
猩
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、
及
け
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
〇
四
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高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
〇
五
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高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
〇
六



47

腸

チ

フ
ス

患
者

に
於
け

る
血
小
板
所

見
 
(五
)

東
京
市
立
駒
込
病
院
(指
導

院
長

高
木
教
授
)

醫

學

士

高

橋

良

清

第

四
章

合

併
症

第

一
節

腸

出
血

第

一
項

全
治
者

腸
チ
フ
ス
經
過
中
腸
出
血
を
合
併
せ
る
も
全
治
せ
る
も
の
に
つ
き
血
小
板
數

の
清
長
を
檢
索
し
た
る
結
果
は
第
三
十
表
の
如
し
。

一
、
腸
出
血
前
に
於
け
る
血
小
板
數

の
牀
態

イ
、
血
小
板
數
減
少
せ
ざ
る
も
の
(十
五
萬
以
上
)
二
名
、
第
三
及
第
七
例

ロ
、
血
小
板
數
減
少
す
る
も
の
(十
萬
臺
よ
り
+
四
萬
臺
迄
)
二
名
第
二
及
第
五
例
は
、

高
橋
=
腸
チ
フ
ス
患
者
に
於
け
る
血
小
板
所
見
 

四
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七


